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新年のご挨拶
米
軍
基
地
化
す
る
日
本

で
す
。「
ボ
ー
ッ
と
生

き
て
い
る
」
日
本
国
民

の
眼
を
見
開
か
せ
、
目

の
前
の
事
実
の
数
々
を

シ
ッ
カ
リ
と
見
せ
る
こ

と
は
、
我
々
組
織
さ
れ

た
労
働
組
合
の
責
務
で

す
。
日
本
を
滅
ぼ
し
て

構
わ
ず
、
主
権
者
た
る

国
民
を
遺
棄
し
さ
る
安

倍
自
公
政
権
を
、
一
刻

も
早
く
葬
り
去
る
為

に
、
ご
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

み
、
米
軍
板
付
基
地
を
抱

え
る
福
岡
空
港
で
、
施
設

改
良
と
２
本
目
の
滑
走
路

が
着
々
と
整
備
中
。
都
市

高
速
３
号
線
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
化
も
。

　

ど
う
見
て
も
辺
野
古
新

基
地
は
当
て
馬
で
、
本
命

は
九
州
北
部
の
巨
大
な
米

軍
基
地
化
で
す
。
こ
れ
に

災
害
救
助
の
「
自
衛
隊
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
憲
法
改
正

も
出
来
上
が
り
と
い
う
訳

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
隣
の

佐
賀
県
で
、
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
を
受
入
表
明
し
た
山

口
知
事
が
再
選
し
、
福
岡

県
内
の
航
空
自
衛
隊
築
城

基
地
の
米
軍
基
地
化
が
進

　

10
月
24
日
、
築
城
基
地

に
お
け
る
施
設
整
備
計
画

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
つ
い
て
、

田
村
衆
議
院
議
員
ら
に
よ

る
防
衛
局
と
の
懇
談
の
な

か
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た

事
項
が
あ
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
滑
走
路
の
延

長
が
主
要
な
報
道
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

普
天
間
に
は
無
い
弾
薬
庫

の
整
備
や
、
オ
ス
プ
レ
イ

も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
戦
闘

機
、
輸
送
機
の
利
用
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

切
で
す
。

　

政
府
発
表
は
極
め
て
あ

い
ま
い
で
実
態
が
見
え
て

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
住
む

も
の
が
必
要
と
す
る
情
報

の
多
く
は
、
国
会
議
員
の

調
査
活
動
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
の
情
報
の
集
約

と
共
闘
、
そ
し
て
、
住
民

　

懸
念
さ
れ
る
核
貯
蔵

　

深
刻
な
の
は
、
弾
薬
庫

に
つ
い
て
核
貯
蔵
の
疑
い

が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

沖
縄
返
還
の
最
低
条

件
と
し
て
、
核
兵
器
の

「
緊
急
時
の
貯
蔵
」、「
通

過
」
を
米
側
が
要
求
し
て

い
ま
す
。
防
衛
局
も
「
こ

れ
か
ら
の
日
米
間
の
協

議
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
国

防
上
の
秘
密
」
と
い
う
理

由
で
地
域
住
民
に
知
ら
さ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
、「
米
軍
基
地
化
」

は
「
緊
急
時
使
用
」
の
名

目
で
、
民
間
も
含
め
た
全

国
の
施
設
に
拡
大
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域

で
何
が
起
こ
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
知
る
こ
と
、
そ

し
て
知
ら
せ
る
こ
と
が
大

の
立
場
に
立
つ
国
会
議
員

が
必
要
で
す
。 ▲12月8日築城基地の米軍化に反対する集会

▲集会後デモ行進

集会にて赤嶺衆院議員「沖縄の負
担軽減になっていない」と力説

12・8　市民と政党の対話集会

5・19 　天神総行動にて
テレビ局も注目

第89回 北九州統一メーデー

5・19　天神総行動にて野党共闘の力で

安倍政治終わらせようと訴える山内議員（立憲）中央、

田村議員（共産）左、野田議員（無）

選挙YEAR市民市民とと野党野党のの共闘共闘でで
政治政治をを変える年に！変える年に！

築
城
基
地
に
お
け
る
問
題

阻
止
へ
向
け 

草
の
根
の
共
闘
へ

県内市町村の「木・花・鳥」  ◆福岡市【木】クロガネモチ（町の木）　クスノキ（広場の木）　【花】フヨウ（夏の花）　サザンカ（冬の花）　【鳥】ユリカモメ（海の鳥）　ホオジロ（野山の鳥）　 ≪出展：福岡県市町村要覧≫

福
建
労　

京
築
支
部　

吉
原
　
道
之

ちょーちょー

猪戦しよう！
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裁判勝利裁判勝利とと連帯連帯をを誓う誓う
いかんよ貧困福岡の会 第４回総会

菅
野
社
労
士
に
よ
る
年
金
制
度
学
習

今後の日程  1/26㈯ワークルール講座 1/27㈰北九州市長選挙投票日 1/28㈪労働問題懇談会 1/29㈫全労連九ブロ・九州知事会・市長会要請 2/2㈯県労連評議員会 2/3㈰国保差押え学習会 2/4㈪全労連九ブロ要請行動 2/5㈫全労連九ブロ要請行動

必要病床数と病床機能の比較

福岡県を上回る子どもの医療費助成

発行所　小学館　
定価：1,111円+税

福岡県地域医療計画より

厚労省調べ　2017年4月

（単位：床）（別表1）

（別表2）

裁判経過を報告する高木弁護士

会場をいっぱいにする 84人が参加

　

生
活
保
護
基
準
削
減
違

憲
訴
訟
と
年
金
削
減
違
憲

訴
訟
の
二
つ
の
裁
判
の
支

援
を
行
う
「
い
か
ん
よ
貧

困
・
福
岡
の
会
」
は
、
11

月
24
日
福
岡
市
内
で
第
４

回
総
会
を
開
催
し
、
84
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
井
下
弁
護
士

（
共
同
代
表
）
が
「
会
は
、

裁
判
傍
聴
の
支
援
と
自
己

責
任
論
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
打
破
す
る
学
習
会
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
私
た
ち

は
、
連
帯
を
深
め
、
解
き

明
か
し
、
学
び
、
連
帯
し

て
一
緒
に
社
会
を
変
え
る

た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
筑

紫
女
学
園
大
学
の
池
田
和

彦
先
生
が
「
生
活
保
護
基

準
引
き
下
げ
の
問
題
点
と

社
会
保
障
制
度
改
革
」
と

題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
両
原
告
と

弁
護
団
か
ら
の
発
言
の
後
、

井
下
、
大
部
両
共
同
代
表

か
ら
活
動
カ
ン
パ
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
事
務
局
の
報

告
・
方
針
提
案
と
4
人
の

発
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ 2019年はどのような年になるのでしょう
か。改憲発動、消費税10％増税を始め私たち
の仕事と暮らしに関わることがたくさんありま
す。同時に統一地方選挙、参議院選挙など選挙
の年です。それだけに私たちの運動を強めるこ

とはもちろん、国民の権利である「投票」で大きく政治を変える
ことができます。今年ほど「選挙権」の意味が重い年はありませ
ん◆「後悔先に立たず」という言葉がいままで以上に大切に思え
ます。「あの時頑張っていれば」とならないよう、今を大事に活
動を進めていきましょう。� （け）

後

集

記

編

も
の
こ
ろ
に
紫
電
改
の
鷹

な
ど
を
必
死
に
読
ん
で
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

雑
誌
ビ
ッ
ク
コ
ミ
ッ
ク
で

連
載
中
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

の
シ
ョ
ー
ト
コ
ミ
ッ
ク
の

単
行
本
で
、
あ
の
侵
略
戦

争
の
真
っ
た
だ
中
、
満
州

で
生
ま
れ
、
育
ち
、
本
土

へ
引
き
上
げ
て
き
た
、
ち

ば
て
つ
や
氏
の
過
去
・
現

在
の
物
語
で
す
。

�

（
か
け
た
に
は
じ
め
）

　

私
の
若
い
こ
ろ
の
職
場

に
は
、
満
州
か
ら
苦
労
し

て
引
き
上
げ
て
き
た
り
、

満
州
生
ま
れ
の
先
輩
た
ち

が
い
ま
し
た
。
今
回
紹
介

の
本
は
、
漫
画
家
の
ち
ば

て
つ
や
氏
の
18
年
ぶ
り
の

新
作
単
行
本
で
す
。
子
ど

この本
おすすめ

　

シ
リ
ー
ズ
県
政
を
考
え
る
３
回
目
は
、
県
民
の
「
命
と
健
康
」
に
直
接
責
任
を
持
つ
医
療
分
野
で
す
。
福

岡
県
は
多
く
の
県
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
２
０
０
５
年
と
２
０
０
７
年
に
県
立
病
院
群
の
民
間
へ
の
経

営
移
譲
（
4
病
院
）
と
指
定
管
理
（
1
病
院
）
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
県
は
直
接
的
に

県
民
の
医
療
に
責
任
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
、「
福
岡
県
地
域
医
療
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
も
昨
年
、
県
に
単
位
化
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は
、
１
９
７
０
年
代
前
半
に
、
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
医

療
と
重
度
障
害
者
医
療
、
70
歳
以
上
の
老
人
医
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
８
５
年
の
奥
田
革
新
県
政
の
誕

生
で
、
母
子
（
寡
婦
も
含
む
）
医
療
が
誕
生
し
、
県
民
の
運
動
と
共
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
県

民
の
「
命
と
健
康
」
を
守
っ
て
い
く
国
保
等
や
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成

は
、
北
海
道
南
富
良
野
町

が
22
歳
ま
で
の
助
成
（
２

０
１
８
年
4
月
時
点
）
で

有
名
で
す
が
、
福
岡
県
は

２
０
１
５
年
10
月
に
12
歳

ま
で
に
助
成
対
象
を
拡
大

し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
自

　

一
昨
年
（
平
成
29
年
3

月
）
に
発
表
し
た
「
福
岡

県
地
域
医
療
計
画
」
に
よ

る
と
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５

年
度
に
は
、「
急
性
期
」

の
ベ
ッ
ド
を
4
分
の
1
に

削
減
、「
慢
性
期
」
の
ベ
ッ

ド
を
3
分
の
1
に
削
減
し
、

２
０
２
５
年
に
は
全
体
の

病
床
を
３
０
０
０
ベ
ッ
ド

減
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
別
表
1
）

　

さ
ら
に
患
者
の
多
く
を

「
在
宅
医
療
」
に
移
行
さ

せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
関

係
者
か
ら
の
批
判
の
声
が

出
て
い
ま
す
。

己
負
担
額
を
就
学
前
は
８

０
０
円
、
小
学
生
は
１
２

０
０
円
と
引
き
上
げ
ま
し

た
。
２
０
１
７
年
の
厚
生

労
働
省
の
調
査
で
は
、
福

岡
県
を
上
回
る
助
成
を
し

て
い
る
都
道
府
県
は
、
12

県
あ
り
ま
す
。（
別
表
2
）

県
内
60
の
市
町
村
が
行
う

「
上
乗
せ
助
成
」
の
実
施

状
況
は
、
入
院
の
助
成
で

は
15
歳
ま
で
が
す
べ
て
の

自
治
体
、
18
歳
ま
で
が
5

自
治
体
、
通
院
の
助
成
で

は
15
歳
ま
で
が
25
自
治
体
、

18
歳
ま
で
は
2
つ
の
自
治

体
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
自
己
負
担
の
有
無
と
額

は
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
）
本
来
、
国
が
お
こ

な
う
べ
き
事
業
で
す
が
、

県
の
助
成
が
1
日
も
早
く

前
進
す
る
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
、
自
治

体
関
係
者
の
願
い
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
昨

医
療
制
度
の
拡
充
は

医
療
制
度
の
拡
充
は

��

県
民
の
願
い

県
民
の
願
い

シリーズ
県政を考える

③

３
０
０
０
病
床

　
　
　
　

削
減
計
画

年
4
月
に
県
内
60
の
市
町

村
に
、
県
が
新
た
に
「
保

険
者
」
に
加
わ
り
、
国
保

特
別
会
計
を
別
に
設
置
し

て
財
政
上
の
責
任
を
持
つ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
県
が
市
町
村
国

保
を
統
括
・
監
督
す
る
こ

と
と
な
り
、
今
後
、
医
療

給
付
と
保
険
料
負
担
の
関

係
を
一
層
明
確
に
し
て
医

療
費
抑
制
と
保
険
料
の
全

県
一
律
化
・
値
上
げ
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

非
常
に
高
い
国
保
料
・

税
に
対
し
、
県
の
責
任
で

払
え
る
保
険
料
に
引
き
下

げ
る
こ
と
、
健
康
保
険
証

の
交
付
と
法
を
守
っ
た
滞

納
整
理
・
差
押
え
の
あ
り

方
を
お
こ
な
う
こ
と
、
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
一
高
い
福
岡
県
の

後
期
高
齢
者
医
療
掛
金
は
、

制
度
発
足
以
来
初
め
て
、

2
年
前
に
剰
余
金
を
活
用

し
て
保
険
料
を
1
人
２
２

０
０
円
を
引
き
下
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
安
倍
内
閣

の
軽
減
特
例
の
廃
止
に
よ

り
県
民
の
保
険
料
は
下
が

ら
ず
、
引
き
下
げ
が
今
後

の
課
題
で
す
。

　

福
岡
県
の
介
護
保
険
料

の
県
平
均
は
５
９
９
６
円

（
第
7
期
）
と
な
り
、
制

度
発
足
か
ら
倍
に
な
り
ま

し
た
。
広
域
連
合
Ａ
グ

ル
ー
プ
は
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
８
０
４
８
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
料
引
き
下
げ
を

県
の
責
任
で

全
国
ト
ッ
プ
の

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険
料
掛
金

2015年度 
病床機能報告

2025年 
必要病床数 削減数

高度急性期 8,128 7,317 ▲ 811

急性期 27,967 21,314 ▲ 6,653

回復期 8,856 21,123 12,267

慢性期 23,340 15,629 ▲ 7,711

計 68,291 65,383 ▲ 2,908

18歳まで 福島県、鳥取県

15歳まで 秋田県、群馬県、東京都、静岡県、
京都府、兵庫県、奈良県、徳島県

12歳まで・所得制限なし 栃木県

12歳まで・自己負担なし 三重県
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